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Fig. 2 Biomass production of B. braunii at different  
 light intensities of blue LED lamps. 
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アントレプレナーコンテスト 

 

 

１．開催概要 

(1)日時：平成２４年１２月１４日（金）１５時００分～１８時３０分 

 

(2)場所：自然科学系図書館棟Ｇ１階Ｇ１５会議室 

 

(3)審査員： 細野 昭雄 （株）アイ・オー・データ機器 代表取締役社長 

      丹野 博  株式会社キュービクス 代表取締役社長  

瀬領 浩一 先端科学・イノベーション推進機構 客員教授  

      髙橋 光信 元ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー長 

  理工研究域 物質化学系・応用化学コース教授 

 

(4)コーディネーター：ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー 田村 和弘 

            ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー 粟 正治 

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー 林 欽也 

 

(5)主催：金沢大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー 

 

(6)発表内容 

①お客様は学生～教授みしゅらん～：理工学域機械工学類 4年 穴山 塁 

②ＴＳＵＮＡＧＡＲＩ～ミンナで学校へ行こう！！～： 

理工学域環境デザイン学類 4年 堀場 一平 

③グリーフサポート～残された家族が有意義に暮らすために～： 

医薬保健学域薬学類 5年 松崎 優 

④世界中のあらゆるモノを“シェア”する次世代総合検索サイト「SharEarth」： 

自然科学研究科機械科学専攻 M1 太田 寿英 

⑤モノづくりコミュニティサイト～IDEA.l～： 

自然科学研究科機械科学専攻 M1 坪川 十和 

⑥「高齢者とタブレットを救う！」：理工学域機械工学類 1年 宇都宮 一馬、大竹 崇彦 

⑦「指 1本！で分かるあなたの健康～車で健康チェック！～」： 

自然科学研究科機械科学専攻 M2 花木 翔太 

⑧「『マイ薬剤師』アプリ～急な体調不良時にあなたのお薬選びを助ける～」： 

医学系研究科創薬科学専攻 M2 後町 陽子 
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⑨「騒音検知システム“Noise Scope”」：自然科学研究科機械科学専攻 M1 若林 郁也 

 

 

開会の挨拶（DSC01023.jpg）          審査模様（DSC01033.jpg） 

 

発表風景（DSC01031.jpg）           （DSC01055.jpg） 

 

表彰（DSC01062.jpg）        講評（DSC01058.jpg） 
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★  発表タイトル ★  
 

「お客様は学生～教授みしゅらん～」 

理工学域機械工学類 4年 穴山 塁 

 

「ＴＳＵＮＡＧＡＲＩ～ミンナで学校へ行こう！！～」 

理工学域環境デザイン学類 4年 堀場 一平 
 

「グリーフサポート～残された家族が有意義に暮らすために～」 

医薬保健学域薬学類 5年 松崎 優 
 

 

「世界中のあらゆるモノを“シェア”す る 

次世代総合検索サイト「Shar Earth」 

自然科学研究科機械科学専攻 M1 太田 寿英 
 

「モノづくりコミュニティサイト～IDEA.l～」 

自然科学研究科機械科学専攻 M1 坪川 十和 
 

「高齢者とタブレットを救う！」      

理工学域機械工学類 1年 宇都宮 一馬、大竹 崇彦 

 

「指 1本！で分かるあなたの健康～車で健康チェック！～」 

自然科学研究科機械科学専攻 M2 花木 翔太 
 

「『マイ薬剤師』アプリ 

～急な体調不良時にあなたのお薬選びを助ける～」 

医学系研究科創薬科学専攻 M2 後町 陽子 
 

「騒音検知システム“Noise Scope”」 

自然科学研究科機械科学専攻 M1 若林 郁也 

アントレプレナーコンテストとは 

学外の先生を招いて起業家を目指す学生にビジネスプランの

立て方、プレゼンの仕方を学びました。コンテストでの優秀者に

は副賞として研究助成が！ 

 
お問い合せ先：金沢大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー 

（先端科学・イノベーション推進機構）    Ｔ ＥＬ：０７６－２３４－６８７４ 

担当：林，塚林, 粟               E-mail：kvbl@adm.kanazawa-u.ac.jp 

 

 

 

★ 日    時 ★  

平成 24年 12月 14日（金）15 時 00 分 

★ 場    所 ★  

自然科学図書館棟Ｇ1階Ｇ１５会議室 

★ 審  査  員 ★  

(株)アイ・オー・データ機器 

 社長 細野 昭雄 

(株)キュービクス 社長 丹野 博 

理工研究域 物質化学系・応用化学コース 

教授 髙橋 光信 

先端科学・イノベーション推進機構 

 客員教授 瀬領 浩一 

★ コーディネーター ★  

先端科学・イノベーション推進機構 

 VBL長    田村 和弘 

 アドバイザー 林 欽也 

 アドバイザー 粟 正治 

★ 主   催 ★  

金沢大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー  

（先端科学・イノベーション推進機構） 

★プログラム★ 

15:00 開会の挨拶 

15:10 発表 

17:35 休憩（審査） 

17:55 審査発表・講評 
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学内より「アントレプレナーコンテスト」の参加者を募集し、応募のあつた上記の 9 テーマについて、

学内での研究あるいは独自のアイデアを基にビジネスプランの発表を実施し、コンテストを開催しました。

このうち 3組が昨年度参加者のテーマを変えた再チャレンジでした。また、大学での課題をビジネスにつ

なげるアイデアもあり、幅広い内容となりました。なお、特許等の関係から、学内発表として実施しまし

た。 

各参加者は、応募後、それぞれのビジネスプランをブラッシュアップするため、ベンチャー・ビジネス・

ラボラトリーが計画をした「ベンチャービジネス基礎セミナー」、個別指導等を経て、起業に必要なスキ

ルを身に付け、資金計画及び販売計画など事業戦略を練り、プレゼンテーション能力を身に付けコンテス

トの発表に臨みました。 

発表は 12 分間で行われ、それぞれのテーマのコンセプト、世の中への貢献、商品などの効能、販売計

画、資金計画など短い時間の中で、分かりやすく印象的にプレゼンテーションが行われました。 

その後審査員、聴講者からの質疑を基に審査が行われました。今回の発表はそれぞれレベルが高く、最

優秀賞 1組の他に、優秀賞を 3組表彰しました。最優秀賞、優秀賞の方々は、下記のとおりです。 

発表されたプロジェットが今後起業化に繋がるよう、最優秀賞から入賞までの各プロジェクトには、ベ

ンチャー・ビジネス・ラボラトリーから研究助成費が副賞として贈られました。 

このコンテストで経験したことを基礎として、将来起業化を志し、将来のエクセレントカンパニーを創

る人材が輩出されることを期待しています。 

 

【受賞者】 

受賞 氏名 所属・学年 テーマ名 

最優秀賞 若林 郁也 
自然科学研究科機械科学専

攻 M1 
騒音検知システム“Noise Scope” 

優秀賞 

後町 陽子 
医学系研究科創薬科学専攻

M2  

『マイ薬剤師』アプリ～急な体調不良時にあ

なたのお薬選びを助ける～ 

花木 翔太 
自然科学研究科機械科学専

攻 M2 

指 1 本！で分かるあなたの健康～車で健康チ

ェック！～ 

宇都宮 一

馬 理工学域機械工学類 1年 高齢者とタブレットを救う！ 

大竹 崇彦 

 

（ポスター：ポスターアントレコンテスト 121130.pdf） 
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トの発表に臨みました。 

発表は 12 分間で行われ、それぞれのテーマのコンセプト、世の中への貢献、商品などの効能、販売計

画、資金計画など短い時間の中で、分かりやすく印象的にプレゼンテーションが行われました。 

その後審査員、聴講者からの質疑を基に審査が行われました。今回の発表はそれぞれレベルが高く、最

優秀賞 1組の他に、優秀賞を 3組表彰しました。最優秀賞、優秀賞の方々は、下記のとおりです。 

発表されたプロジェットが今後起業化に繋がるよう、最優秀賞から入賞までの各プロジェクトには、ベ
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後町 陽子 
医学系研究科創薬科学専攻

M2  

『マイ薬剤師』アプリ～急な体調不良時にあ

なたのお薬選びを助ける～ 

花木 翔太 
自然科学研究科機械科学専

攻 M2 

指 1 本！で分かるあなたの健康～車で健康チ

ェック！～ 

宇都宮 一

馬 理工学域機械工学類 1年 高齢者とタブレットを救う！ 

大竹 崇彦 
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「指 1本！で分かるあなたの健康～車で健康チェック！～」 
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「『マイ薬剤師』アプリ 

～急な体調不良時にあなたのお薬選びを助ける～」 

医学系研究科創薬科学専攻 M2 後町 陽子 
 

「騒音検知システム“Noise Scope”」 

自然科学研究科機械科学専攻 M1 若林 郁也 

アントレプレナーコンテストとは 

学外の先生を招いて起業家を目指す学生にビジネスプランの

立て方、プレゼンの仕方を学びました。コンテストでの優秀者に

は副賞として研究助成が！ 

 
お問い合せ先：金沢大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー 

（先端科学・イノベーション推進機構）    ＴＥＬ：０７６－２３４－６８７４ 

担当：林，塚林, 粟               E-mail：kvbl@adm.kanazawa-u.ac.jp 

 

 

 

★ 日    時 ★  

平成 24年 12月 14日（金）15 時 00 分 

★ 場    所 ★  

自然科学図書館棟Ｇ1階Ｇ１５会議室 

★ 審  査  員 ★  

(株)アイ・オー・データ機器 

 社長 細野 昭雄 

(株)キュービクス 社長 丹野 博 

理工研究域 物質化学系・応用化学コース 

教授 髙橋 光信 

先端科学・イノベーション推進機構 

 客員教授 瀬領 浩一 

★ コーディネーター ★  

先端科学・イノベーション推進機構 

 VBL長    田村 和弘 

 アドバイザー 林 欽也 

 アドバイザー 粟 正治 

★ 主   催 ★  

金沢大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー  

（先端科学・イノベーション推進機構） 

★プログラム★ 

15:00 開会の挨拶 

15:10 発表 

17:35 休憩（審査） 

17:55 審査発表・講評 
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ルを身に付け、資金計画及び販売計画など事業戦略を練り、プレゼンテーション能力を身に付けコンテス

トの発表に臨みました。 

発表は 12 分間で行われ、それぞれのテーマのコンセプト、世の中への貢献、商品などの効能、販売計

画、資金計画など短い時間の中で、分かりやすく印象的にプレゼンテーションが行われました。 

その後審査員、聴講者からの質疑を基に審査が行われました。今回の発表はそれぞれレベルが高く、最

優秀賞 1組の他に、優秀賞を 3組表彰しました。最優秀賞、優秀賞の方々は、下記のとおりです。 

発表されたプロジェットが今後起業化に繋がるよう、最優秀賞から入賞までの各プロジェクトには、ベ

ンチャー・ビジネス・ラボラトリーから研究助成費が副賞として贈られました。 

このコンテストで経験したことを基礎として、将来起業化を志し、将来のエクセレントカンパニーを創

る人材が輩出されることを期待しています。 

 

【受賞者】 

受賞 氏名 所属・学年 テーマ名 

最優秀賞 若林 郁也 
自然科学研究科機械科学専

攻 M1 
騒音検知システム“Noise Scope” 

優秀賞 

後町 陽子 
医学系研究科創薬科学専攻

M2  

『マイ薬剤師』アプリ～急な体調不良時にあ

なたのお薬選びを助ける～ 

花木 翔太 
自然科学研究科機械科学専

攻 M2 

指 1 本！で分かるあなたの健康～車で健康チ

ェック！～ 

宇都宮 一

馬 理工学域機械工学類 1年 高齢者とタブレットを救う！ 

大竹 崇彦 
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ＭＯＴとは… 

ＭＯＴは“Management of Technology”の略称で、通常は「技術経営」と訳されています。「財務

諸表を熟知したエンジニア」「知的財産権に精通した技術開発者」を目指す本学大学院生（工学系だ

けでなく、理学・薬学・法学・経済学系も含む。）の受講を広く推奨しています。 

 

ＭＯＴの社会的意義 ～低成長期の日本とアメリカの産業政策～ 

1980 年代後半、貿易摩擦などの国際的な産業競争に敗れたアメリカが再び「世界に冠たるアメリ

カ」を取り戻すために、マサチューセッツ工科大学やハーバード大学など有名大学を中心に本格的に

実施された教育政策のひとつがＭＯＴ(Management of Technology)教育です。最終的な利益を得るに

は製品開発で何が重要か、そのためにどんな経営的な側面を考えるべきか、プロジェクトマネージメ

ントはどうあるべきかを、エンジニアを中心とする理工系高度人材に教授することが行われました。 

日本もこの低成長時代から脱出するために、技術・製品開発の第一線で活躍する技術者に、技術経

営、技術開発と資金投与の関係、プロジェクト管理など、必要な基本的かつ不可欠な知識を講義しま

す。ＭＯＴは文部科学省や経済産業省が国際競争力を取り戻そうと注力しており、国策としてＭＯＴ

教育の普及が促進されています。 

 

金沢大学のＭＯＴコースの特長 ～北陸のものづくりのために～ 

金沢大学では、平成１６年度から現行の６科目でＭＯＴコースを開設しています。本学のＭＯＴコ

ースは、東京や大阪などの大都市ではなく、金沢という地方都市での開講にこだわっています。それ

は、この北陸地域に根ざし、環日本海域を中心とした東アジアの拠点大学として活動していくことが

本学の社会的責任と使命であるとしているからです。そのため、北陸地域の一流企業の経営者や起業

家も講師に招いて、金沢を中心とした北陸地域のものづくり企業における「技術経営」について教授

します。特に「地域ビジネス論」や「環境マネージメント論」などは、本学独特の内容と特色となっ

ています。 

また、本学のＭＯＴコースは、他大学のような独立した研究科や専攻を新設するような形ではなく、

自然科学研究科の大学院生に広く門戸を開放して開講しているのも特長です。これにより、自然科学

研究科を修了した方たちに、広く技術経営的な素養を身に付けてもらい、実社会の様々な分野で、新

たなモノづくり・サービスにおいて活躍してもらう事が期待されています。 

ＭＯＴ科目群の履修を通して、企業で働くことの意義を学び、自らのキャリア形成に資することが

できます。多くの皆さんの参加を待っています。 

 

ＭＯＴコース修了認定証の交付要件 

当コース開講６科目のうち「技術経営論入門」と「技術マネージメント基礎論」の必修２科目（４

単位）を履修・単位修得し、さらに他の選択４科目から２科目（４単位）を履修・単位修得した方に

は、大学院修了時に「ＭＯＴコース修了認定証」を交付します。 
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ＭＯＴコースの概要と科目構成図 

 

 

【平成２４年度の改革・改善】 

 今年度は，自然科学研究科（博士前期課程）の改組に合わせ，ホームページの刷新，オリエンテー

ションでのＰＲや配付チラシの充実を行うことで，従来，主に工学系の学生を対象に開講していた当

コースの，理学系学生への拡充を図りました。結果，前年度まで数名しかいなかった理学系受講生の

拡大に成功しました（下記履修者数一覧参照）。 

 また，「地域ビジネス論」において，実際に地域産業の振興に従事している方や，ベンチャー企業

を創出した方々を従来よりも多く招聘し，ビジネス創出の具体的事例を題材として，新しい事業や商

品の開拓の過程や方法について直接学び，討論を行う場を提供するなど，科目構成の見直しを行いま

した。 

●平成２４年度の自然科学研究科（博士前期課程）履修者数一覧 

科目名 開講時間 工学系 理学系 合計 

技術経営論入門 前期・火曜 204 32 236 

技術マネージメント基礎論 前期・木曜 81 10 91 

人材活用術 前期・月曜 28 2 30 

環境マネージメント論 前期・金曜 35 8 43 

ニュービジネス創造論 後期・木曜 61 8 69 

地域ビジネス論 後期・金曜 23 5 28 

 

ＭＯＴコース詳細ページ（産学連携教育のすすめ）：http://www.se.kanazawa-u.ac.jp/sangaku/ 
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